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官民連携プラットフォームとは？

官民連携プラットフォームは、オンライン上での官と民のつながりをつくるマッチングサイトです。

①自治体が地域課題を登録 ②その課題に対して、企業の皆様がソリューションを提案（リアクション）

上記の流れで、全国どこの自治体でも企業でも、コミュニケーションが図れる環境を構築しています。

①

②

官民連携プラットフォームURL : https://future-city.go.jp/platform/

https://future-city.go.jp/platform/
https://future-city.go.jp/platform/
https://future-city.go.jp/platform/
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自治体サイド

団体プロフィールの登録

団体の基本情報、関心のあるテーマ、実績 など

地域課題を登録する

解決したい地域課題の背景、期待する提案 など

民間団体から提案が登録される

民間団体からの提案を受け、内容確認可能

提案に対し回答する

提案への回答（意見交換希望/見送り）
連絡先交換（意見交換希望の場合）

意見交換（マッチング）までの流れ

地域課題の検索

提案結果の確認

企業サイド

カテゴリー、地域、フリーワード などから課題検索

自治体へ提案をする

地域課題に対し、解決策を提案

課題主からの検討結果（意見交換希望/見送り）
連絡先交換（意見交換希望の場合）

全会員共通

連絡先交換でマッチング成立！

通知

通知
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1. 地域課題を登録する

2. 企業からの提案を確認・回答する
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STEP１．ログイン～課題登録開始の画面まで
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ここで設定したタイトルが一覧に表示されます！
会員に興味を持って見てもらうため、

わかりやすいタイトルをつけましょう！
（例）

企業が地域課題を探す際に

カテゴリを絞って検索するケースがあります！
最大３つまで選択可能。

複数設定することで検索されやすくなります！

Point

Point

STEP2．課題登録画面

①
タイトル
記入

②
カテゴリ
選択
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詳細に書かなくても大丈夫！
①課題の内容②現在の取組
③どのような提案を期待しているか
について記載してください。
なお、どのような提案を期待しているか
という項目に民間団体へのメッセージ
（要望等）を記載頂くことで

よりニーズに合致する提案を
受けられる可能性が高くなります。

Point

③
課題詳細
記入

STEP2．課題登録画面

定量目標は任意記載になります！
定まっていないことの方が多いと思いますので、
既に定まっている場合を除き、記載がなくても
大丈夫です。

Point
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課題登録にあたり、

予算化されている必要はありません！
プルダウンから現在の予算状況を選択し、
必要に応じてコメントを記入してください。

現在、予算化の予定や具体的な
検討がない状態でも
提案を受けることで必要な予算感も見えてきます。

Point

解決手法や各種国庫補助金の活用なども含め、提案次第で予算化を検討したい。

④
予算状況
選択

STEP2．課題登録画面

本プラットフォームの特徴のひとつ！

SDGsゴールを絞って
企業が課題を検索するケースがあります！

複数選択可能なので、
当てはまるものを選択しましょう！

Point

⑤
SDGs
項目選択
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掲載終了日を設定してください。
終了日を過ぎた課題は提案受付を終了します。

また、公開掲示板を設置すると、
課題に対する民間団体とのやり取りについて
他の会員へ公開されます。

設置は任意で選択ができます。

Point

入力が完了したら、「確認画面へ進む」

STEP2．課題登録画面

⑥
掲載期日
設定

公開掲示版
設置有無
選択
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最後に登録内容確認画面が表示されます。
登録内容を確認し、問題なければ登録・更新

登録完了！

登録内容確認画面は印刷が可能！
本登録の前に一時保存が可能！
後で内容の修正が可能！

◎決裁が必要な場合などに添付
◎内部で確認が必要な場合に
◎修正・追記などの対応が柔軟に

STEP2．課題登録画面
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タイトル 子育て世帯などの多様な働き方の実現に向けた提案募集

カテゴリ
地域振興・交流
母子支援策
教育施設整備

解決したい課題内容
鉄道沿線地域の開発に伴い、駅周辺地域の子育て世代の移住が増加しているが、育児をしながら働け
る場が少なく、仕事と子育ての両立に応えられる環境が不足している。
子育て支援施策の一つとして、多様な働き方のニーズにこたえられるような仕組みを構築することが課題と
なっている。

課題に対する現在の取組 課題感を持っているものの、具体的に取り組んでいるものはない。

提案者に期待すること 子育て中の方も安心して働ける場や、多様な働き方を実現できるような提案を募集したい。

現在の予算状況 現時点で予算化の予定はない

予算化の方法 解決手法や各種国庫補助金の活用なども含め、提案次第で予算化を検討したい。

目指すSDGsゴール

鉄道沿線地域の開発に伴い、駅周辺地域の子育て世代の移住が増加しているが、
育児をしながら働ける場が少なく、仕事と子育ての両立に応えられる環境が不足している。
子育て中の方も安心して働ける場や、多様な働き方を実現できるような機会がないということに課題
感を持っており、解決できるようなノウハウがあれば提案を貰いたい。

自治体の抱えている課題
課題登録の例
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1. 地域課題を登録する

2. 企業からの提案を確認・リアクションする
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STEP1．提案（メッセージ）の確認

課題に対する
提案を登録

企業サイド

登録通知メール
受信

自治体サイド
自動通知

※通知メールによらず
マイページ「提案一覧」からも

   随時確認が可能です。

ここに提案が
掲載されます
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STEP2．提案（メッセージ）へのリアクション

チャット形式で
コメントが反映されます

まずこちらを
ご入力ください

以降、こちらの掲示板（非公開）により、企業とコミュニケーションが可能になります。
検討状況のステータスは随時更新が可能となります。（状況に合わせて変更が可能）

意見交換を希望される場合は、本掲示板でご連絡先を交換頂き、
その後は、本掲示板によらず、コミュニケーションを取って頂いて問題ございません。

検討状況の選択肢は
・意見交換希望
・検討中
・見送り

併せてコメントも記載ください。
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企業からの提案例

住民の環境に対する意識は年々向上しているが、自治体や企業が開催する住民参加型のエコ活動への参加等、

地域での行動に移すところまで到達していない住民が多いことも課題になっている。

住民の方が行動に向けて一歩を踏み出せるきっかけとなるような、また、楽しみながらエコ活動への参加ができる仕

組みをつくり、住民の皆さんの前向きな “アクション” に繋がる取組を検討したい。

自治体の抱えている課題 : 住民が楽しくECO活動できる仕組みをつくりたい！

企業からの提案（メッセージ）イメージ
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以上が官民連携プラットフォーム上での

一連の課題登録・コミュニケーションの概略になります。

ぜひ本プラットフォームをお役立てください。
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